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国立大学のエネルギー使用量は、平成 23～26 年度の平均が 4，622 万ＧＪ／年で、ほぼ
横ばいである（図１－２）。原単位でみると、平成 26 年度が平成 23 年度比 0.96 であり、
文部科学省（以下「文科省」という）が進める省エネ改修整備等の効果と推測される。し








































点から、有効活用が求められ、平成 18年度 48％だった平均稼働率が平成 22年度には 53.6％

































年度 H22 H23 H24 H25 H26 
平均 
稼働率 






























エネに係る目標・計画は、数値目標が 49大学（一般管理経費比率 32、エネルギー削減 17）、










数値目標 左記以外 数値目標 左記以外 
○経費の抑制     
一般管理費比率 － － 31 10 
省エネ対策 － 2 5 2 
○資産運用 － － 1 5 
○施設設備の整備・活用     
戦略的な施設運営 － － 5 － 
一般管理費比率 － － 1 － 
省エネ対策 － 8 12 29 
一般廃棄物排出量 － － 1 － 
計 
一般管理費比率 － － 32 10 
省エネ対策 － 10 17 31 
資産運用 － － 1 5 
戦略的な施設運営 － － 5 － 













文科省が平成 28 年 3 月に策定した「国立大学法人等施設整備 5 か年計画」９）では、整















等が含まれる「業務その他部門」の目標値を 2013 年度の実績 279 百万トン CO2に対して、





















































































































































































































































































































































































































































本事業マネジメント等が 16、建設マネジメント等が 15、プロジェクトマネジメントが 14、






















科目名 学部の開講数 大学院の開講数 計 
設計マネジメント － ２ ２ 
デザインマネジメント ６ ２ ８ 
企画マネジメント、計画マネジメント ２ ４ ６ 
建築マネジメント ４ ４ ８ 
建設マネジメント、建築生産マネジメント １２ ３ １５ 
プロジェクトマネジメント ７ ７ １４ 
ファシリティマネジメント ２ ２ ４ 
ストックマネジメント、ライフサイクルマネジメント ２ １ ３ 
アセットマネジメント、コンストラクションマネジメント ３ ２ ５ 
コストマネジメント ２ － ２ 
社会資本事業マネジメント、都市開発マネジメント等 ５ １１ １６ 
環境マネジメント、エネルギーマネジメント ６ ７ １３ 
リスクマネジメント １ ３ ４ 
その他 １１ ８ １９ 









































































目標管理 ・判定指標・評価項目 ・国立大学施設部署へのアンケート調査 
設計マネジメント ・改修プロジェクト ・講義室の運用条件の設計への反映の検証 
設計マネジメン










































































































図１－８ 本研究のフロー  
設計マネジメントの要件整理と検証 
 
   〔設計マネジメントの要件〕          〔講義室改修での検証〕 
・省エネ化推進のための目標管理         ・施策（時間割編成の見直し） 
   ・施策の評価項目の体系化          ・目標管理調査シート 
   ・目標管理の管理項目 
・省エネ化推進のための設計プロセス 
  ・設計マネジメントの中の目標管理プロセス 



































〔活用の課題〕        〔必要性の確認〕  
・全学的な取り組み      ・業務範囲 
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● 概算要求時点から運用に配慮した CO２排出削減量等の資料づくり 
・ 国が配賦する施設整備費補助金に、複層ガラス、壁面緑化、風力発電、地熱利用、集
中検針装置等が認められるようになった。（2-2-3） 







































































２）第 3次国立大学法人等施設整備 5か年計画(平成 23年度～27年度)フォローアップ〔平
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対象者 国立大学法人 86機関の施設部署 
時 期 
2013 年 10月    電話及び電子メールで依頼，提出 12月 






・整備事業の優先順位  ※ 




























































































実施状況 ①行っている             ②行っている 
実施しない理由 
①行う必要がない     ②行いたいが方法が分からない 
③行う準備をしている   ④先に急ぐ業務がある 
⑤その他（      ） 
判定項目 
①老朽状況        ②教育研究の対応状況 
③大学独自の必要面積基準 ④利用状況 





















判定項目   実施率  重要度 
・老朽状況     100%   10 
・教育研究対応状況 72%    7.6 
・必要面積基準   44%    4.0 
・利用状況     100%    7.3 
























順位 項目 重要度 実施率 
1位 ②危険度 10.0  100% 
2位 ③法令違反 8.4  95% 
3位 ①老朽度 7.5  95% 
4位 ⑬見込まれる教育研究の効果 6.9  96% 
5位 ⑦教育研究対応状況 5.7  80% 
6位 ⑫教育研究の実績 4.8  71% 
7位 ⑧利用度 3.5  76% 
8位 ⑤環境保全 3.4  69% 
9位 ④社会貢献対応状況 3.1  47% 
10位 ⑩ランニングコスト 2.9  62% 
11位 ⑥ユニバーサルデザイン 2.0  49% 
12位 ⑪利用者の大学改革意識 1.9  35% 


















順位 項目 重要度 
1位 ① 見込まれる効果の重要性 10.0 
2位 ② 便益に対する費用の効率性 6.0 
3位 ③ 上位計画との整合性 5.9 
4位 ④ 事業計画の成熟度 5.6 




























































































































































































































建築 電気 機械 計 
校
舎 
講義 4 3,300㎡ 77.9 14.8 34.4 127.1 
研究 4 3,347㎡ 67.7 26.8 33.6 128.1 
講義＋研究 4 5,002㎡ 95.8 30.5 34.3 160.6 
講義＋実験 2 3,428㎡ 56.9 18.8 40.0 115.7 
実験＋研究 15 4,323㎡ 86.4 33.7 61.9 182.0 




病院 1 29,790㎡ 89.7 34.1 69.9 193.7 
事務局棟 2 1,807㎡ 42.5 29.5 28.0 100.0 
福利施設 2 2,769㎡ 85.5 40.0 44.0 169.5 
医学系図書館 1 3,242㎡ 128.0 16.0 19.0 163.0 
計 57 4,456㎡ 78.2 26.9 42.8 147.9 
設計外注 
・建築と設備の事務所を別にしている  40校 
・建築と設備の事務所を一緒にしている 12校 
・未記入                5校 
年間エネルギー消費量 
記載大学 9校（内 3は，完成後一年未満） 
647.9～3,220.2ＭＪ/㎡・年 （6校） 






































































































































































 ・利用者   ３校 































































夏期（６～9月）26℃、50％RH → 28℃、60％RH 

























































































































































記号 規模 所在地 特色 対象者 
Ａ 中規模病院無大学 南関東 様々な省エネ手法を実現させた改修事例の大学 機械設備係長 
Ｂ 中規模病院有大学 西北陸 管理一体型 ESCOの実施大学 施設課長他 
Ｃ 中規模病院有大学 東北陸 体系的な計画設計基準の策定大学 施設部長他 
Ｄ 大規模大学 東海 コミッショニングの実施大学 施設課長補佐 
Ｅ 大規模大学 南関東 CO2削減を目指す専門組織設置大学 係長他 
 
表３－12 工夫点と問題点 
区分 工夫点 問題点 
(1) 
現状把握 
・エネルギー消費分析   
・室内環境の把握 





















・具体的な目標設定    















・個別空調の設計基準    
・照明の省エネ基準 
・部屋別省エネ基準 


























































































































































































































































































































































































６）萱野 貴大,太幡 英亮,中原 信生,谷口 元,恒川 和久：ライフサイクルビルコミッショ
ニングの大学施設での実践,その２－建築計画の視点から，建築コミッショニングの実践，
日本建築学会大会学術梗概集，建築社会システム,pp.151-152,2012.9 



















































1 部局からの要望 平成 20年 1月末  累積月数 平成 22年 1月末  累積月数 
2 優先順位を決め概算要求
として決定 
平成 20年 3月末 2か月 平成 22年 3月末 2か月 
3 概算要求書提出 平成 20年 6月 9日 5か月 平成 22年 6月 17日 5か月 
4 実施計画案調書 
〔文科省からの作成依頼〕 
平成 21年 4月 27日 15か月 平成 23年 2月 1日 13か月 
5 実施計画案調書 
〔文科省への提出〕 
平成 21年 5月 11日 16か月 平成 23年 2月 4日 13か月 
6 交付申請 平成 21年 6月 4日 17か月 平成 23年 4月 28日 15か月 
7 交付決定 平成 21年 6月 8日 17か月 平成 23年 4月 28日 15か月 
8 実施設計契約 平成 21年 7月 17日 18か月 平成 23年 5月 13日 16か月 
9 学部と実施設計の打合せ
開始 
平成 21年 7月 7日 18か月 平成 23年 6月 16日 17か月 









・老朽改善    ・耐震補強 
・複層ガラス   ・断熱 
・老朽改善     ・耐震補強 
・複層ガラス    ・断熱 
実施計画案調書提出時 
・老朽改善    ・耐震補強 
・複層ガラス   ・断熱 
・老朽改善     ・耐震補強 
・複層ガラス    ・断熱 
実施設計前※１ 
・老朽改善    ・耐震補強 





・老朽改善     ・耐震補強 

















































率を調査している（図１－４）。それによると、平成 18 年度 48％だった平均稼働率が平成
22 年度には 53.6％と改善され、それ以降ほぼ横ばいで推移し、平成 26 年度 52.4％であっ












































F 大学の講義室の時間割については、2016 年度前期の B 学部と、C 学部に係るものにつ
いて、分析をした。B 学部の開講授業数は、349 科目、C 学部は、学部、修士課程、専門職
学位過程を含めて 522 科目であった。時間割を調査した講義室は、学務部が管理している
ものと、C学部が管理しているものである。学務部が管理しているものは、B 学部 GA棟(6)、















46 46 46 48 28 30 37 13 27 38 30 20
B学部ＧＡ棟 ２Ｆ
ＧＡ２０３教室
28 3 35 39 59 35 29 16 10 28 44 12 25 1
B学部ＧＡ棟 ３Ｆ
ＧＡ３０１教室
30 29 30 35 20 4 30 31 26
B学部ＧＡ棟 ３Ｆ
ＧＡ３０２教室
141 62 61 61 90 71 81 138 139 63 111 77 63 48 48 48 60 108 62 70
B学部ＧＡ棟 ３Ｆ
ＧＡ３０８教室
121 62 62 50 70 37 117 128 151 151 148 127 55 61 61 151 54 48
B学部ＧＢ棟 １Ｆ
ＧＢ１０１講義室
29 28 62 26 55 33 21 27 80 29 27 57
B学部講義棟 １Ｆ
ＧＢ１５４講義室
38 78 27 30 32 26 27 81 11
B学部講義棟 １Ｆ
ＧＢ１５５大講堂










21 27 27 29 29 18 26 30 27
B学部ＧＣ棟 １Ｆ
ＧＣ１０２健康科学
34 28 33 26 29 2 26 6 31 28
B学部ＧＣ棟 ２Ｆ
ＧＣ２１６教室
13 2 10 14 8 1 2 30 26
B学部ＧＣ棟 ２Ｆ
ＧＣ２１７教室
63 60 45 60 27 96 29 38 46 29 65 30 94 8 48 26
B学部ＧＣ棟 ２Ｆ
ＧＣ２１８教室
15 8 26 26 4 13
B学部ＧＣ棟 ３Ｆ
ＧＣ３０１視聴覚教室
























○ ○ ○117㎡ 126人 ○ ○ ○
56%
38%




○ ○59㎡ 54人 ○ ○ ○
48%
43%








○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○
24%
39%
○ ○○○39㎡ 39人 ○ ○
○ ○ ○ ○117㎡ 126人 ○ ○
64%
41%
○ ○ 社情 ○ ○ ○○ ○ ○ ○
36%
30%
○ ○○○ ○ ○39㎡ 36人 ○ ○ ○




○ ○ ○○ ○ ○
36%
43%













○○ ○ ○○ ○
41%
511㎡ 482人 ○ ○ ○ ○
○
36%




○ ○ ○○ ○ ○○ ○ ○
72%
63%
106㎡ 105人 ○ ○ ○
○ ○ ○ ○○ ○ 社情 ○ ○ ○○ ○ 社情 ○ ○
55%
146㎡ 161人 ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○
80%
○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○
36%
○ ○ ○○ ○
48%
146㎡ 165人 ○ ○ ○
○ ○○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○
54㎡ 57人 ○ ○ ○
○○
47%
































1-2 3-4 5-6 7-8 9-10 1-2 3-4 5-6 7-8 9-10 1-2 3-4 5-6 7-8 9-10 1-2 3-4 5-6 7-8 9-10 1-2 3-4 5-6 7-8 9-10
C学部Ａ棟２Ｆ
Ａ２１１講義室






7 9 10 0 7
C学部Ａ棟５Ｆ
Ａ５０９講義室






5 13 9 10 0 10 10 9 9 9 7 11 3 6 16 16
C学部Ｃ棟１Ｆ
Ｃ１０２講義室
16 31 18 1 17 10 29 3 26 26 26 28 20 16 9 22 28
C学部Ｃ棟１Ｆ
Ｃ１０３講義室
28 27 30 34 18 13 17 27 30 17 27 27 27 32 19 33 18 18 22 20 18
C学部Ｃ棟１Ｆ
Ｃ１０４講義室
23 26 8 35 38 40 18 22 9 25 25 25 25 7 7 32 6 24 36 20
C学部Ｃ棟１Ｆ
Ｃ１０５講義室
13 10 9 25 11 10 30 25 26 10 9 9 9
C学部Ｃ棟１Ｆ
Ｃ１０６講義室
53 15 22 22 40 16 15 8 28 28 28 17 44 25 12 2 11 17 23
C学部Ｃ棟１Ｆ
Ｃ１０７講義室
39 24 0 12 15 41 37 17 26 26 26 18 34 22 20 20 12
C学部Ｃ棟１Ｆ
Ｃ１０８講義室
14 3 19 25 18 18 34 33 16 16 16 15 26 35 26
C学部Ｃ棟１Ｆ
Ｃ１０９講義室
84 52 22 8 1 67 67 2 22 19 15 72 22 22 22 42 21 18 122 51 31
C学部Ｃ棟２Ｆ
Ｃ２０１中講義室
122 32 43 0 54 126 41 109 77 28 28 28 117 214 31 67 71 113
C学部Ｃ棟２Ｆ
Ｃ２０２講義室 
7 29 5 11 21 22 17 17 17 28 12 7 24 16 8 9
C学部Ｃ棟２Ｆ
Ｃ２０３講義室
61 43 0 30 18 49 87 21 20 68 22 22 22 74 75 15 64 89 11 46
C学部Ｃ棟２Ｆ
Ｃ２０４大講義室
114 45 118 119 118 118 76 231 231 231 69 9 62 77 72 112 104 37
C学部Ｃ棟２Ｆ
Ｃ２０５講義室
10 6 13 4 8 9 9 9 7 14 0
C学部Ｃ棟２Ｆ
Ｃ２０６講義室
17 13 21 14 31 21 55 38 78 17 17 17 23 32 24 70 16 22
C学部Ｎ棟１Ｆ
Ｎ１０１共通実験室
45 27 42 17 17 46 29 29
C学部Ｎ棟１Ｆ
Ｎ１０９講義室 
13 2 3 23 23 16 16 16 18 30
C学部Ｎ棟１Ｆ
Ｎ１１０授業分析室



























○○ ○ ○ ○ ○
○ ○
32% 39%
○ ○ ○○ ○
148 ㎡ 80人
○ ○○ ○ ○ ○
97 ㎡ 96人
○ ○ ○ ○
○
72% 30%
○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○
44% 40%








○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○
80% 44%
○ ○ ○ ○○ ○ ○○ ○ ○ ○
97 ㎡ 96人
○ ○ ○ ○





○ ○○ ○ ○ ○ ○
72% 32%
○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○○ ○ ○ ○
175 ㎡ 224人
○ ○ ○
○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○
140 ㎡ 156人
○ ○ ○ ○
○ ○ ○
84% 24%
○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○
○ ○
60% 44%
○ ○○ ○○ ○ ○ ○
75 ㎡ 48人
○ ○ ○
○ ○○ ○ ○ ○
66 ㎡ 64人
○ ○ ○ ○
○ ○
68% 36%
○ ○ ○ ○○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
76% 40%
○ ○ ○ ○ ○
54 ㎡ 56人
○ ○ ○
○ ○ ○○ ○ ○






○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○
50%
75 ㎡ 48人
○ ○ ○ ○
○ ○ ○
84%





○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○
64% 45%
54 ㎡ 42人
○ ○ ○ ○
○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○○
53%
27 ㎡ 20人





































規模 室名称 面積 
収容 
人数 
稼働率 充足率 受講者数 
20席規模（24席以下） 
２０５講義室１ 49㎡ 24人 － － － 
２０９講義室２ 49㎡ 24人 － － － 
30席規模（25～34席） ＧＣ１０２健康科学 46㎡ 28人 40% 53% 2～33名 
40席規模（35～44席） 
ＧＣ２１６教室 39㎡ 36人 36% 30% 2～30名 
ＧＣ３０２教室 40㎡ 36人 12% 21% 2～15名 
ＧＣ３０８教室 39㎡ 36人 4% 21% 8名 
ＧＣ３１０教室 39㎡ 36人 － － － 
ＧＣ２１８教室 39㎡ 39人 24% 39% 4～26名 
50席規模（45～54席 
ＧＡ２０１教室 54㎡ 49人 12% 40% 16～27名 
ＧＣ３０３教室 59㎡ 54人 48% 43% 18～39名 
60席規模（55～64席） 
ＧＡ３０１教室 54㎡ 57人 36% 48% 4～35名 
GB201情報処理演習室 169㎡ 60人 － － － 
ＧＣ１１３LL教室 117㎡ 62人 － － － 
70席規模（65～74席） 
ＧＡ２０２教室 73㎡ 70人 48% 47% 13～46名 
ＧＡ２０３教室 73㎡ 70人 56% 36% 1～59名 
ＧＣ１０１健康科学 60㎡ 73人 36% 43% 18～30名 
80席規模以上（75席以上） 
ＧＢ１５４講義室 95㎡ 87人 36% 41% 11～78名 
ＧＢ１０１講義室 106㎡ 105人 48% 37% 21～80名 
ＧＢ２０３講義室 106㎡ 117人 56% 52% 27～71名 
ＧＣ２１７教室 117㎡ 126人 64% 41% 8～96名 
ＧＣ３０９教室 117㎡ 126人 56% 38% 15～77名 
ＧＣ３０１視聴覚教室 155㎡ 134人 68% 45% 26～124名 
ＧＡ３０８教室 146㎡ 161人 72% 63% 37～151名 
ＧＡ３０２教室 146㎡ 165人 80% 55% 48～141名 
ＧＢ１５５大講堂 511㎡ 482人 40% 44% 131～374名 





個数 シェア 累計 授業数 シェア 累計 
20 席 2 8% 8% 35 16％ 16％ 
30 席 1 4% 12% 61 28％ 44％ 
40 席 5 20% 32% 26 12％ 56％ 
50 席 2 8% 40% 18 8％ 64％ 
60 席 3 12% 52% 10 5％ 69％ 
70 席 3 12% 64% 24 11％ 80％ 
80 席以上 9 36% 100% 44 20％ 100％ 







室の関係をみると、40 席未満の講義室が全体の 44％に対して履修登録者数が全体の 83％、






規模 室名称 面積 
収容 
人数 
稼働率 充足率 受講者数 
20 席規模（24 席以下） 
Ａ４０９講義室 40 ㎡ 20 人 20% 33% 7～10 名 
Ｃ１０１講義室 27 ㎡ 20 人 64% 45% 3～16 名 
Ｃ２０５講義室 27 ㎡ 20 人 44% 40% 4～14 名 
Ａ３１１講義室 40 ㎡ 24 人 12% 29% 1～12 名 
30 席規模（25～34 席） 
Ａ２１１講義室 39 ㎡ 25 人 32% 35% 1～18 名 
Ａ５０９講義室 39 ㎡ 25 人 32% 68% 2～19 名 
Ｃ１０５講義室 140 ㎡ 30 人 52% 50% 9～30 名 
広域マルチメディア室 63 ㎡ 32 人 4% 53% 17 名 
40 席規模（35～44 席） 
Ｎ１１９講義室 42 ㎡ 35 人 36% 34% 2～27 名 
Ｃ１０２講義室 54 ㎡ 42 人 68% 46% 1～31 名 
Ｃ２０２講義室 54 ㎡ 42 人 64% 37% 5～29 名 
50 席規模（45～54 席） 
Ｃ１０３講義室 66 ㎡ 48 人 84% 50% 13～34 名 
Ｃ１０４講義室 75 ㎡ 48 人 80% 47% 6～40 名 
Ｃ１０８講義室 75 ㎡ 48 人 60% 44% 3～35 名 
Ｎ１０９講義室 63 ㎡ 50 人 40% 32% 2～30 名 
60席規模以上（55席以上） 
Ｃ１０６講義室 54 ㎡ 56 人 76% 40% 2～53 名 
Ｎ１１０授業分析室 148 ㎡ 60 人 36% 35% 10～30 名 
Ｎ１１５視聴覚室 68 ㎡ 62 人 12% 35% 19～23 名 
Ｃ１０７講義室 66 ㎡ 64 人 68% 36% 12～39 名 
Ｎ１０１共通実験室 148 ㎡ 80 人 32% 39% 17～46 名 
Ｃ２０３講義室 97 ㎡ 96 人 80% 44% 11～89 名 
Ｃ２０６講義室 97 ㎡ 96 人 72% 30% 16～78 名 
Ｃ１０９講義室 140 ㎡ 156 人 84% 24% 1～122 名 
Ｃ２０１中講義室 175 ㎡ 224 人 72% 32% 28～122 名 
Ｃ２０４大講義室 438 ㎡ 302 人 72% 36% 9～231 名 





個数 シェア 累計 授業数 シェア 累計 
20席 4 16% 16% 163 50％ 50％ 
30席 4 16% 32% 83 26％ 76％ 
40席 3 12% 44% 23 7％ 83％ 
50席 4 16% 60% 12 4％ 87％ 
60席以上 10 40% 100% 43 13％ 100％ 
  25     324   
76 
 




B学部講義室は、30人以上講義室で 80％以上の稼働率の部屋は 1室（4.3％）、充足率 50%

















































































259名〔16：00～17：00〕 3,200～4,100ppm 27～29℃、57～59％ 
Ｈ28.8.1 
15:40～17:50 














































































対 照 講 義 室 A学部中央棟 2番教室 B学部ＧＢ棟大講義室 
調 査 日 ７月 22日（金） 7月 29日（金） 8月 1日（月） 
















温熱環境の満足度 「快適・適当」78% 「快適・適当」84% 「快適・適当」61% 「快適・適当」56% 
換 気 の 必 要 性 「ある」      86% 「ある」      86% 「ある」      91% 「ある」      93% 
換 気 必 要 理 由 「息苦しい」  81%
「におい」              
「息苦しい」  75% 
「におい」 
「息苦しい」  67% 
「におい」 
「息苦しい」  69% 
「におい」 
教室内空気の淀み 「感じる」    52% 「感じる」    39% 「感じる」    69% 「感じる」    70% 
換気スイッチの位置 「知らない」  72% 「知らない」  65% 「知らない」  74% 「知らない」  78% 
換気スイッチの操作 「知らない」  58% 「知らない」  59% 「知らない」  77% 「知らない」  78% 
換気設備の使用頻度 「使用しない」72% 「使用しない」70% 「使用しない」85% 「使用しない」89% 





















にコントロールした。A 教室は、強運転と停止、B 教室は、弱運転と停止、C 教室は、強運
転と停止とした。 































































図４－４ A教室 前方の測定結果 
 




図４－６ B教室 前方の測定結果 
 
図４－７ B教室 後方の測定結果 
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図４－８ C教室 前方の測定結果 
 












対 照 講 義 室 ３号館 A教室 ８号館 B教室 
調 査 日 7月 28日（木） 7月 28日（木） 
















温熱環境の満足度 「快適・適当」65% 「快適・適当」76% 「快適・適当」90% 「快適・適当」94% 
換 気 の 必 要 性 「ある」      87% 「ある」      88% 「ある」      86% 「ある」      94% 
換 気 必 要 理 由 「息苦しい」  54%
「におい」              
「息苦しい」  76% 
「におい」 
「息苦しい」  58% 
「におい」 
「息苦しい」  59% 
「におい」 
教室内空気の淀み 「感じる」    62% 「感じる」    49% 「感じる」    38% 「感じる」    29% 
換気スイッチの位置 「知らない」  70% 「知らない」  71% 「知らない」  65% 「知らない」  29% 
換気スイッチの操作 「知らない」  79% 「知らない」  79% 「知らない」  67% 「知らない」  53% 
換気設備の使用頻度 「使用しない」70% 「使用しない」82% 「使用しない」76% 「使用しない」82% 
CO２濃度 2,000～1,100ppm 700～4,500ppm 400～1,200ppm 500～1,000ppm 
 
表４－15 Ｇ大学のアンケート調査の概要（その２） 
対 照 講 義 室 ８号館 B教室 ８号館 C教室 
調 査 日 7月 28日（木） 7月 28日（木） 
















温熱環境の満足度 「快適・適当」76% 「快適・適当」67% 「快適・適当」66% 「快適・適当」87% 
換 気 の 必 要 性 「ある」      83% 「ある」      89% 「ある」      76% 「ある」      81% 
換 気 必 要 理 由 「息苦しい」  69%
「におい」              
「息苦しい」  53% 
「におい」 
「息苦しい」  70% 
「におい」 
「息苦しい」  48% 
「におい」 
教室内空気の淀み 「感じる」    31% 「感じる」    50% 「感じる」    34% 「感じる」    36% 
換気スイッチの位置 「知らない」  24% 「知らない」  44% 「知らない」  50% 「知らない」  52% 
換気スイッチの操作 「知らない」  28% 「知らない」  44% 「知らない」  47% 「知らない」  58% 
換気設備の使用頻度 「使用しない」45% 「使用しない」53% 「使用しない」63% 「使用しない」68% 













































































































































出した後の平成 27年 9月 18日に行われた。 
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アクティビティ アウトプット アウトカム インパクト 
（要因） 





アクティビティ アウトプット アウトカム インパクト 
（要因） 










（  ）：プログラムの構成要素 
































































































































































































































































































































































































































































△ － × － － △ △ × × 
③経営者を密接に支援できる組織の位置づけであ
ること 
－ △ － △ － － △ × △ 
情報管理
体制 
①必要な情報の所在と種類を明確にすること △ △ × － － × × － × 
②その情報の収集・利用・管理の方法を検討し、明
確にすること 
△ △ × － － △ △ × × 
③上記に必要なツールを活用するためにシステム
を構築し、運営すること 






－ － － － － △ △ － － 
②標準の策定に当たっては、目標管理の現状評価・
施策立案を踏まえて行うこと 






－ × △ － × × △ － × 
②施設資産管理として、資産価値の評価、施設利用
度の評価を行うこと 
－ △ － － － × △ △ △ 
③ファシリティコストを利用部門等に配賦するこ
と 
× △ △ △ △ － △ × × 
凡例 他部署等との関係性           困難度 
   ―：ほとんど関係がない         －：問題ない 
   △：中位の関係があり調整が困難     △：中位の困難度 








































































































－ － － － － △ △ － △ 
②教育研究活動等の成果（アウトカム等）を見据え
た目標設定を行うこと 




－ － － － － △ － － － 
凡例 他部署等との関係性           困難度 
   ―：ほとんど関係がない         －：問題ない 
   △：中位の関係があり調整が困難     △：中位の困難度 

















































































資格者選任 電気主任技術者  直営 － 
点検・保守 
建築関係保全  直営 － 
空調設備保全 
・空気調和設備保全業務 委託 1.70 
・オイルタンク設備点検業務 委託 0.27 
・煤煙等測定業務 委託 0.17 
・ガスヒートポンプエアコン設備点検業務 委託 7.38 
・環境調節実験棟機器点検整備 委託 1.14 
・ボイラー点検整備 委託 0.73 
・基盤センター空調機保守業務 委託 0.46 
浄化槽保全 ・浄化槽設備保全業務 委託 0.45 
防災設備保全 ・防災設備点検業務 委託 3.16 
昇降機保守 
・昇降機設備保全業務 委託 11.00 








建物等清掃 ・建物清掃業務 委託 13.49 
廃棄物処理（廃液処理を含む） 
・塵埃物収集請負（焼却ｺﾞﾐ、不燃ｺﾞﾐ、危険ｺﾞﾐ、資源ｺﾞﾐ） 委託 3.11 
・資源ごみ（空き缶及びペットボトル）収集処分作業 委託 0.00 
・資源物収集請負（新聞、ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ、雑誌・その他の紙） 委託 1.40 
・塵埃物収集請負 委託 0.30 
衛生管理 
専用水道等管理 
・専用水道施設水質管理業務 委託 0.44 
・専用水道施設水質検査業務 委託 1.31 
・簡易専用水道検査業務 委託 0.10 
特定建築物環境衛生管理 ・特定建築物環境衛生管理業務 委託 1.61 
プールろ過装置保全等 ・プール濾過装置保全業務 委託 0.18 
受水槽清掃 ・受水タンク・高置タンク清掃及び点検業務 委託 1.25 
水質検査等 
・飲料水及びプール水水質検査業務 委託 0.48 
・冷却塔レジオネラ症対策業務 委託 0.41 
・水質分析請負 委託 0.60 
設備の運転監視 
ボイラー運転 ・暖房設備の運転管理業務 委託 8.24 
受変電設備等の運転監視業務・保全 
・電気設備保全業務 委託 6.18 










クレーム対応  直営 － 
不具合初期対応  直営 － 














職員宿舎の管理  直営 － 
大学会館管理 ・大学会館管理業務 委託 1.31 
スペース管理 
利用状況把握等 ・監守者、補助監守者 直営 － 
レイアウト変更管理 ・部屋名称、模様替えの確認 直営 － 
交通管理 駐車・駐輪場管理 
・交通遮断機保全業務 委託 0.33 















鍵・カードの管理  直営 － 
校内警備 
・構内警備業務 委託 18.06 
・附属学校園常駐警備業務 委託 5.15 
・ふれあいハウス機械警備業務 委託 0.33 
・附属学校園夜間機械警備業務 委託 3.45 
防災管理 
防火管理者の業務  直営 － 
防災訓練等  直営 － 
化学物質管理 
保管使用管理  直営 － 
廃液処理  直営 － 

































各業務の総合調整 ○ － － － △ － 
各部局等と連絡調整 － △ △ △ △ － 
各業務の確認・検収 － － － － － － 
マンスリーレポートの作成・報告 － ○ ○ ○ ○ － 
計画等 
関連法令のチェック － △ △ △ △ － 






電気主任技術者 ○ ○ ○ ○ ○ － 
防災センター要員 － ○ ○ － － － 
地下タンク貯蔵所保安責任者（乙４） ○ － ○ － － － 
点検・保守 
空調設備保全 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ 
浄化槽保全 － － － － － ◎ 
防災設備保全 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ 
昇降機保守 ○ ○ － － － ◎ 
建築関係保全 － △ ○ － － － 
清掃 
建物等清掃 － － － － － ◎ 
屋外清掃 － － ○ － － － 
廃棄物処理（廃液処理を含む） － － － － － ◎ 
衛生管理 
特定建築物環境衛生管理 ○ － － － － ◎ 
専用水道等管理 一部 － － － － ◎ 
プールろ過装置保全等 － － － － － ◎ 
受水槽清掃 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ 
水質検査等 ○ ○ － ○ ○ ◎ 
設備の運転監視 
ボイラー運転 ○ ○ ○ ○ － ◎ 
給排水設備，空調熱源等の運転監視業務 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ 
受変電設備等の運転監視業務・保全 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ 
その他 
医療ガス設備保守 ○ ○ － ○ － － 
入退室監視設備保守 － ○ ○ － － － 
ヘリポート夜間照明設備等保守 － － ○ － － － 
電話交換設備保守 ○ － ○ ○ ○ － 
気送管設備保守 ○ ○ ○ － － － 
滅菌装置等保守 一部 ○ ○ － － － 
監視カメラ設備保守 － ○ ○ － － － 
ナースコール設備保守 － － ○ － － － 
自動ドア保守 － ○ 一部 ○ － － 










クレーム対応 － ○ ○ ○ ○ － 
不具合初期対応 ○ ○ ○ ○ ○ － 
軽微な修繕対応 ○ △ ○ ○ ○ － 
関係部局との調整 － △ △ △ ○ － 
職員宿舎の管理 － － － ○ － － 
スペース管理 
利用状況把握等 － － － － － － 
レイアウト変更管理 － － － － － － 
交通管理 
入構管理（警備に含む） － － － － － ◎ 






庭園管理等 － － － － － ◎ 
剪定等 ○ － － － － ◎ 
エネルギー管理 
エネルギー管理企画推進者等の業務 － △ － － △ － 






校内警備 － － － －  ◎ 
鍵・カードの管理 － － 一部 － － － 
防災管理 
防火管理者の業務 － － － － △ － 
防災訓練等 － △ － △ △ － 
化学物質管理 
保管使用量管理 一部 － － － － － 
廃液処理 － － － － － － 








①現行制度の厳格な運用による単年度契約〔問題点〕 － － － － － － 
〔対策〕複数年度にわたる契約や数年間の随意契約の実施 ● ● ● ● ● － 
②参加資格に制限をつけない一般競争入札 － － － － － － 
 〔対策〕②-1 業者の技術力を参加資格要件に取り入れた競争入札の実施 × ● ● × ● － 
 〔対策〕②-2 業者の技術力評価の実施 × × ● × ● － 
③要求される性能が曖昧な仕様による契約と不十分な履行評価 － － － － － － 
 〔対策〕③-1 要求性能を明確にした仕様書の確立 × × ● × ● － 
 〔対策〕③-2 確実な履行評価の実施 × × × ● × － 
④コスト縮減における長期的視点の欠如 － － － － － － 
 〔対策〕ライフサイクルコストなど長期的視点を考慮した業務委託の実施 × × × × △ － 

















大項目 中項目 小項目 
現状 改善案 
直営 







各業務の総合調整 ○ － － － ○ － 
各部局等と連絡調整 ○ － － － ○ － 
各業務の確認・検収 ○ － － － ○ － 
マンスリーレポートの作成・報告 － － － － ○ － 
計画等 
関連法令のチェック ○ － － － ○ － 
年間管理計画などの作成 ○ － － － ○ － 






空調設備保全 － － ○ － ○ － 
浄化槽保全 － － ○ － － ○ 
防災設備保全 － － ○ － ○ － 
昇降機保守 － － ○ － ○ － 
清掃 
建物等清掃 － － ○ － ○ － 
屋外清掃 － ○ － － ○ － 
廃棄物処理（廃液処理を含む） － － ○ － － ○ 
衛生管理 
特定建築物環境衛生管理 － － ○ － ○ － 
専用水道等管理 ○ － ○ － ○ － 
プールろ過装置保全等 － － ○ － ○ － 
受水槽清掃 － － ○ － ○ － 
水質検査等 － － ○ － ○ － 
設備の運転監視 
ボイラー運転 － － ○ － ○ － 






クレーム対応 ○ － － － ○ － 
不具合初期対応 ○ － － － ○ － 
関係部局との調整 ○ － － － ○ － 
体育館及び学生寮の管理 － ○ － － ○ － 
職員宿舎の管理 ○ － － － ○ － 
スペース管理 
利用状況把握等 ○ － － ○ △ － 
レイアウト変更管理 － － － － ○ － 
交通管理 
入構管理（警備に含む） － － ○ － ○ － 






庭園管理等 － － ○ － ○ － 
剪定等 － ○ － － ○ － 
エネルギー管理 
エネルギー管理企画推進者等の業務 ○ － － ○ △ － 






校内警備 － － ○ － ○ － 
鍵・カードの管理 ○ － － － ○ － 
防災管理 
防火管理者の業務 ○ － － ○ △ － 
防災訓練等 ○ － － ○ △ － 
化学物質管理 
保管使用量管理 ○ － － ○ △ － 
廃液処理 － － ○ － ○ － 
労安管理 環境測定等 ○ － － － ○ － 













































































































































































































































































































































































類」では、次のように定めている。A グループ：学生収容定員 1 万人以上、学部等数概
ね 10 学部以上の国立大学法人（学群、学類制などの場合は、学生収容定員のみ）、B グ
ループ：医科系学部を有さず、学生収容定員に占める理工系学生数が文科系学生数の概
ね 2 倍を上回る国立大学法人、C グループ：医科系学部を有さず、学生収容定員に占め



































施設戦略 ～施設マネジメントが教育研究基盤を強化する～、平成 27年 3月 
２）中央教育審議会大学分科会、大学のガバナンス改革の推進について（審議まとめ）、平
成 26年 2月 12日 
３）ＦＭ推進連絡協議会、総解説ファシリティマネジメント、2003年 1月 31日 
４）文部科学省大臣官房文教施設企画部、国立大学等施設設計指針、平成 26 年 7 月 
５）一般財団法人長野経済研究所、国立大学等施設が教育研究活動に与える効果等の把握
に関する調査報告書、平成 25年 3月 
６）（財）農林水産奨励会 農林水産政策情報センター、ロジックモデル策定ガイド、平成
１５年８月 




―、平成 27年 10月 
９）文部科学省、国立大学経営力戦略、平成 27年 6月 16日 
10）藤村 達雄、横尾 昇剛、中規模国立大学法人における維持保全業務の現状と業務効率






－大学機能を活性化する教育研究空間づくり－、平成 26年 3月（2014年 3月） 
14）石井良一、包括的民間委託により大規模化が進むパブリックサポートサービス、知的
資産創造 2009年 12月号、2009-12 
15）SWOT分析 ASCII.jpデジタル用語辞典の解説（参照 2017.01.28） 







































































名称 位置付け 作成年度 内容 

























































































国立大学等施設設計指針 指針 平成 26年 

























































規格 × × 薬品名
※ ※ × ×
（表－Ｂ）室機能 温度 湿度
℃ ± ℃ ％ ± ％
実験中 その他




（ 人 ） （ 人 ） （ 人 ）
（ 人 ） （ 人 ）
（表－Ｄ）設計上特に配慮すべき条件
1 4 7 10 13
2 5 8 11







要 ・ 不 要
階 講 座 名
一 般 ガ ス 要 ・ 不 要
有 ・ 無
事項の理由
冷 却 水 要 ・ 不 要
空 気 調 和
設 備
恒 温 恒 湿 室
設 備
ク リ ー ン
ル ー ム
要 ・ 不 要
ド ラ フ ト

















要 ・ 不 要




電 磁 障 害 要 ・ 不 要




























































担 当 教 官 名
備 考


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































・ 外 気 負 荷






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































【    】：設計業務のプロセス 





































































































































































































































コンパクト化のイメージは、図６－８のとおり。表６－７によると、20 名講義室 1 部屋、





















照明消費電力 換気消費電力 着席率 50％ 着席率 100％ 
着席率 50% 着席率 100% 
20 席 
Ａ４０９講義室 40 20 1.7 2.6 0.40 0.030 2.132 3.045 
Ｃ１０１講義室 27 20 1.3 2.1 0.36 0.071 1.766 2.486 
Ｃ２０５講義室 27 20 2.7 4.2 0.36 0.071 3.180 4.661 
Ａ３１１講義室 40 24 1.6 2.5 0.40 0.030 2.032 2.892 
30 席 
Ａ２１１講義室 39 25 1.4 2.2 0.40 0.030 1.849 2.610 
Ａ５０９講義室 39 25 2.7 4.2 0.40 0.030 3.185 4.665 
Ｃ１０５講義室 140 30 6.9 10.6 1.35 0.689 8.932 12.644 
広域マルチメディア室 63 32 6.8 10.5 0.54 0.215 7.580 11.255 
40 席 
Ｎ１１９講義室 42 35 3.1 4.8 0.37 0 3.468 5.133 
Ｃ１０２講義室 54 42 7.2 11.0 0.54 0.071 7.787 11.651 
Ｃ２０２講義室  54 42 5.5 8.5 0.54 0.071 6.110 9.071 
50 席 
Ｃ１０３講義室 66 48 7.2 11.0 0.72 0.071 7.967 11.831 
Ｃ１０４講義室 75 48 5.5 8.5 0.72 0.132 6.351 9.312 
Ｃ１０８講義室 75 48 0.0 0.0 0.72 0.132 0.852 0.852 
Ｎ１０９講義室  63 50 3.1 4.8 0.81 0 3.9  5.565 
60 席 
Ｃ１０６講義室 54 56 5.5 8.5 0.54 0.071 6.110 9.071 
Ｎ１１０授業分析室 148 60 17.0 26.2 1.32 0 18.356 27.528 
Ｎ１１５視聴覚室 68 62 15.2 23.4 0.81 0 16.039 24.24 
Ｃ１０７講義室 66 64 0.0 0.0 0.72 0.071 0.791 0.791 
80 席 
Ｎ１０１共通実験室 148 80 7.9 12.1 1.35 1.125 10.326 14.553 
Ｃ２０３講義室 97 96 14.0 21.6 1.08 0.174 15.300 22.863 
Ｃ２０６講義室 97 96 7.2 11.0 1.08 0.174 8.430 12.294 
156 席 Ｃ１０９講義室 140 156 5.6 8.7 1.35 0.174 7.160 10.194 
224 席 
Ｃ２０１中講義室 175 224 13.7 21.0 1.8 0.230 15.680 23.030 







0 － 12回 － － 
1～6 教員室での授業 20回 － － 
7～14 20名講義室 60回 60回÷25＝2.4 →3部屋 稼働率 80％ 4部屋 
15～21 30名講義室 76回 76回÷25＝3.04 →4部屋 稼働率 76％ 4部屋 
22～28 40名講義室 66回 66回÷25＝2.64 →3部屋 稼働率 88％ 3部屋 
29～35 50名講義室 28回 28回÷25＝1.12 →2部屋 稼働率 56％ 4部屋 
36～42 60名講義室 12回 12回÷25＝0.48 →1部屋 稼働率 48％ 4部屋 
43～56 80名講義室 13回 13回÷25＝0.52 →1部屋 稼働率 52％ 3部屋 
57～109 156名講義室 23回 23回÷25＝0.92 →1部屋 稼働率 92％ 1部屋 



































言語の特質Ⅰ 18 木 1～2 A211 25 0.72  1.4 2.2 0.405 0.030 2.610 0.145 
英語史 18 金 5～6 A211 25 0.72  1.4 2.2 0.405 0.030 2.610 0.145 
英文学概論 B 1 火 5～6 A211 25 0.04  1.4 2.2 0.405 0.030 1.849 1.849 
Oral Communication 
Strategies 
18 水 5～6 A211 25 0.72  1.4 2.2 0.405 0.030 2.610 0.145 
－省略－（317 科目） 
植物と栄養 A※ 2 木 5～6 N119 35 0.06  3.1 4.8 0.378   3.469 1.734 
仕事の現場を知る※ 25 水 7～8 N119 35 0.71  3.1 4.8 0.378   5.133 0.205 
学びのリテラシー※ 25 水 9～10 N119 35 0.71  3.1 4.8 0.378   5.133 0.205 
保健学概論※ 27 金 5～6 N119 35 0.77  3.1 4.8 0.378   5.133 0.190 

























〔教員室での授業〕             
英文学概論 B 1           1.3 2.1 0.36 0.071 1.766 0.883 
－省略－（18 科目） 
現代解析学ⅠB 6           1.3 2.1 0.36 0.071 1.766 0.252 
〔20 名講義室〕             
医療的ケア特論（一） 7     C101 20 0.35  1.3 2.1 0.36 0.071 1.766 0.252 
－省略－（58 科目） 
病弱児の理解 14     A409 20 0.70  1.7 2.6 0.405 0.030 3.045 0.218 
〔30 名講義室〕             
言語文化論Ⅰ 15     A211 25 0.60  1.4 2.2 0.405 0.030 2.610 0.174 
－省略－（74 科目） 
被服科学Ⅰ 21     N109 50 0.42  3.1 4.8 0.81 0.000 3.901 0.186 
－省略－（40 名講義室～156 名講義室：142科目） 
〔224 名講義室〕             
教育方法学概論（中等） 111     C204 302 0.37  21.2 32.6 4.05 0.459 25.667 0.231 
－省略－（13 科目） 
マルチメディア※ 231     C204 302 0.76  21.2 32.6 4.05 0.459 37.059 0.160 








大項目 中項目 小項目 
現状の数値化 
開講授業数 － 522科目 









20席以下  授業数（当該授業数／全授業数） 163（50％） 
30～39席  授業数（当該授業数／全授業数） 83（26％） 
40～49席  授業数（当該授業数／全授業数） 23（ 7％） 
50～59席  授業数（当該授業数／全授業数） 12（ 4％） 
60席以上  授業数（当該授業数／全授業数） 43（13％） 
保有講義室数 
20席       （当該部屋数／全部屋数） 4（16％） 
30席       （当該部屋数／全部屋数） 4（16％） 
40席       （当該部屋数／全部屋数） 3（12％） 
50席       （当該部屋数／全部屋数） 4（16％） 
60席以上     （当該部屋数／全部屋数） 10（40％） 
目標値設定検討のた
めの数値化 
他大学の稼働率 立命館大学の平均稼働率（H13年度） 74.2％ 
他大学の充足率 Ｇ大学の設計最大座席数 定員の７割 
目標稼働率（仮） － ７割 
目標充足率（仮） － ７割 
必要講義室の想定 
教員室での実施授業数（受講登録者数 6名以下） 20回 
20席      （保有講義室－必要講義室） 3（1） 
30席      （保有講義室－必要講義室） 4（0） 
40席      （保有講義室－必要講義室） 3（0） 
50席      （保有講義室－必要講義室） 2（2） 
60席      （保有講義室－必要講義室） 1（3） 
80席      （保有講義室－必要講義室） 1（2） 
156席      （保有講義室－必要講義室） 1（0） 
224席      （保有講義室－必要講義室） 1（1） 
想定稼働率 Σ授業数／想定必要講義室 69％ 
用途変更講義室数 － 5部屋 


























管理項目 改善課題 施策 指標 
教育研究の活性化 カリキュラム改善 教学のＰＤＣＡ 学士力 









CO２削減 省エネ対策計画 一次エネルギー消費量 
姿勢 意識の改革 時間割編成方針 時間割編成見直しの進捗度 
資源の不足 環境に関わる知識の習得 環境教育 高環境意識層 










































平均稼働率     51.8％ 
各部屋の稼働率  4～84％ 
平均充足率     39.7％ 
各授業の充足率  2～100％ 
規模別講義室使用状況 別表 
保有講義室数     別表 
時間割分析報告書 
○／○ 目標値設定の検討（施設部署） 
他大学の稼働率   74.2％ 
他の大学の充足率  70％ 
目標稼働率     70％ 
目標充足率     70％ 
必要講義室      別表 
想定稼働率     69％ 
用途変更講義室   5部屋 









































































必要講義室      別表 
想定稼働率     69％ 
用途変更講義室   5部屋 








必要講義室      別表 
想定稼働率     69％ 
用途変更講義室   5部屋 





必要講義室      別表 
想定稼働率     69％ 
用途変更講義室   5部屋 
予備講義室     4部屋 
既存講義室の再配置計画 
経営者 ○○○○ 財務部署 ○○○○ 
部局等 ○○○○   





















































大項目 中項目 小項目 管理項目 
財務 





































































































注５）経済産業省のホームページに、ＮＥＣが 2006 年度と 2007 年度の調査結果から高環
境意識層「エコ・エクセレンス」が 30％増加したという資料 11）を紹介している。また、





















































































































































































































































３－２－２ 環境配慮に対する取組 pp.46：アンケート調査票 Q1 













３－２－５ 改修プロジェクトの設計実態   





























４－４－３ F大学の室内環境に関するアンケート調査  pp.81 








４－４－３ F大学の室内環境に関するアンケート調査  pp.81 
４－４－５ G大学の室内環境に関するアンケート調査  pp.86 
 
 
 
